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養独堂行薩蕪灘日本貿易振興機構　総務灘広報課長
　
　私 は今か ら2008年半ばまで、タイのバ ン












































































































































































































































































































































































































































































































































み立て られたバ イクです。 カンボジアの
ショールームですが、タイから部品を持ち込
んで現地で組み立てて販売をしているという
パターン。それから味の素も今、工場を建設
中だということです。タイか ら原料を出し
て、現地でパッケージして製品を売っていく
ということをやられます。
　モデル4は 、農林業資源の付加価値化で
す。この地域はアジアの食糧庫になるのでは
ないかといわれています。それから最近注目
されるバイオ燃料の供給源ともなり得るので
す。この写真は日本の食糧商社がバンコクの
近郊でアスパラガスを植え付けて貰って、買
い付けているのです。植わっている畑でこれ
を集荷 して、買い付け工場に持ち込んで、太
さや高さを整えているところです。タイで朝
採れて集荷されると、夕方から夜の日本行き
の便に乗るのです。そうすると翌朝、成田に
着いて、そうすると朝10時、11時、お昼前
には都内のスーパーの店頭に並んでいるとい
う離れ技をやっています。このプロセスも食
の安全の問題がありますので、すべて工程管
理、プロセス管理が徹底されていてどこの畑
で取れたものかわかると。要は日本企業とい
うのは、こういう徹底的な管理を行っている
のですが、一部既にラオスからオクラとか鮮
度が落ちにくいような品物について、 トライ
アルで輸出をしている会社が出始めていま
す。これは生鮮の例ですけれども、加工食品
はもっと容易だと思います。まだ荒れていな
い土壌と低廉な人件費を使うような形で、農
林業をうまくビジネスに生かすことが可能で
す。
　以上、ラオス、カンボジアを地域大で活か
した形でのビジネスモデルをご紹介し、本日
の講演を終了したいと思います。
